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叡山の本尊自体が薬師です。山の信仰を考える場合、上
からと下からがあります。下から考えると母なる山、上
から考えると天孫降臨です。その二つの交点があると思
います。�
佐野　木でも、根から枝に向かう樹霊信仰と、上から来
る依り代的信仰の二系統があります。依り代の代表は松
で北方的。楠とか照葉樹林文化では樹霊信仰と地母神崇
拝が合わさって、樹母信仰となる、南方的ですね。「女房
と山の神」で、民俗学者、千葉徳爾は婚姻制度まで含め
山の神がなぜ女性なのかを解説しています。山の神との
性的な交渉がキー・ポイントとなります。�
宮家　霊山の秘仏には聖天さんが多い。山の女神に抱か
れて男が力を獲得するのは、女人禁制と関係します。山
で危険な仕事をする人には山の女神に守ってもらってい
るという意識がある。大峰山の峰入りで力を獲得した男
には子授けの霊験があると女性が麓の洞川で待つ習俗が
あった。それが崩れると女郎屋になっていった。�
�
�
佐野　自然との共生とか環境保護は、修験道の考え方に
繋がりますね。�
宮家　最近、中高年の登山が大変流行っていますが、山
の自然に触れ、自身の体に自信を持って帰る。個々の山
伏の活動ではなく、万人が山に登って再生、生き返った
気持ちになる信仰とみなせます。�
佐野　熊野・吉野・高野山が世界遺産に登録されました。
自然と人間の関係が織り成した修験道を核とした人類文
化の遺産といえます。�
宮家　それぞれの地域の持っている文化を大事にする考
えが必要です。�
佐野　ローカルなものがグローバルに評価される。�
宮家　グローバリゼーションが広がっていますが、多様
性の中で人間は生きている。その一つ一つのものに触れ
ていくのが修験道の考え、一人一人が自分の道を発見し
ていくことになる。それぞれの“道”の中に日本的なも
のがある。�
佐野　道の語は意味深い。�
宮家　修験道、華道、茶道、剣道…、すべて宇宙の摂理、
道がありその道を人間が歩む、同時に個々人の道があり
それを妨げないかたちで歩んで行く。�
佐野　修験道は歩く宗教ですね。ランナーズハイという
状態がありますが、覚醒を促す歩行があるのですか。�
宮家　そこまで修行していないから何ともいえません
（笑）。修験は山を歩くときに本来、蓮華を象徴するわら
じを履く。土の感触が伝わり、山に身を委ねる感覚が得
られる。登山靴とは違います。�
佐野　修験の中に、サンカ・マタギなど山人、歩き筋の
文化系統を認める考えがありますね。�
　最後に、このプロジェクトに対する注文、期待があり
ましたら？�
宮家　このテーマはフォークロアの原点です。宗教学の
立場から言えば、宗教経験は文字では表せない。文字化
との矛盾をいかに克服するかが問題です。体験談を理解
した上での理論化、体系化が大事です。研究者が勝手に
解釈すると、話者の経験から乖離していく。話者の言葉
より、柳田、折口の言葉を優先するようになったらおし
まいです。�
佐野　修験道のお話はもとより、学問論まで長時間にわ
たりありがとうございました。�
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